11月29日（水）　
第284回　関西眼疾患研究会講演会

「1.Clinical“Optic Nerve Head Analysis  An Update”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 2.Basic“The Development of the Rat Model in Glaucoma”」
James Morgan先生（Department of Ophthalmology Cardiff  university）
　まずClinical部門として、“Optic Nerve Head Analysis  An Update”というタイトルでお話された。緑内障を定義するために、視野欠損は必要であるか？また、診断は、視神経の特徴的な変化が基礎にあるが、眼圧上昇や視野欠損は必要であるか？という質問のスライドに引き続いて、視神経と視野の関係を話された。時間と視神経の変化が直線的であることに対して、視野の変化は初期には進行が遅いが、末期になると急速に進行することを示された。緑内障におけるmanagementの目的は、早期に発見して予後を改善させること、そのために再現性のある正確なテクニックが要求される。臨床的に我々が見なければいけないこととして、視神経乳頭の写真スライドを数枚提示された。視神経乳頭を立体的に解析することは、正常と緑内障のdiskを一貫して鑑別できる専門性を有し、緑内障性視神経症のたくさんの特徴を同定できることである。最も重要なステップのひとつは、リムを同定することであり、視神経乳頭の写真を示されながら、リムの見方を説明された。視神経乳頭のサイズは、200mm2にピークをもつ1峰性の分布である。サイズによっても、リムの見方が違う。OCTは、視神経乳頭を解析する上で重要な検査である。視神経乳頭の写真、HRT、OCT、GDXといったCombining modalitiesが大切である。OCTにおいてのnext stepにFourier domain OCTがある。このUHR OCTを用いて、さらなる視神経乳頭の解析が期待される。 
　次にBasic部門として、“The Development of the Rat Model in Glaucoma”についてお話された。モデルを作るにあたり、霊長類は高価であり、猫は眼圧の安定化が困難で、犬はinherited modelsであり、マウスは眼が小さいため、より大きな眼を持つラットでモデルを作ることになった。げっ歯類の緑内障モデルには、Episcleral cauterymodel(Sharma)、Laser model(Lekvovitch-Verbin)、Laser (ink) model(Woldermussie)、Episcleral injection model(Morrison)がある。眼圧は、ラットが起きているときにTonopenあるいは、Rebound tonometerを用いて測定した。ダメージを定量化して評価を行った。緑内障において、retinal ganglion cellsは急速にアポトーシスを起こすのか、徐々にアポトーシスを起こすのか、retinal ganglion cellsの死は、緑内障の病態のキーである。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　中司美奈）
